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江戸川・ふれあい松戸川かわまちづくり協議会 

～設立に向けた準備会～ 

2026 年 3 月 26 日（木） 開催 

江戸川・ふれあい松戸川 かわまちづくり協議会の

設立に向け、基本事項の確認や方向性のすり合わ

せを行いました。 

江戸川・ふれあい松戸川 かわまちづくり協議会の設

立に向けた準備会を開催しました。今回は準備会として、

これまでの取組を振り返りながら、協議会の組織や進め

方、今後の方向性等について意見交換を行いました。 

日時： 2026 年 3 月 26 日（木）13:15～14:30 

会場： 松戸市衛生会館 

開催の挨拶 

主催者の松戸市より協議会設立に向けて、「江戸川・

ふれあい松戸川」の魅力や課題、改善点について皆様

から幅広く意見をいただき、それらを今後の「かわま

ちづくり計画」の策定に活かしていきたいとの挨拶が

ありました。 

協議会委員紹介 

町会・自治会や関係団体から、地域活動、観光、環

境、子育て、商業など幅広い分野・立場の委員が参加

し、それぞれ自己紹介を行いました。 

協議会の会長をお務めいただく 千葉大学大学院園

芸学研究院秋田教授から、これまでのワークショップ

等の取組を踏まえ、今後のかわま

ちづくりに繋げていきたい、副会

長の千葉大学小林名誉教授より

自然環境の視点から支援してい

く旨のご挨拶をいただきました。                                                  
協議会設立について 

協議会の設立趣旨としてふれあい松戸川の現状や立

地的なポテンシャルを踏まえ、自然環境の保全と利活

用の両立を図りながら、憩いの場としての魅力を高め

ていくことを目的に、協議会

を設立し、かわまちづくり計

画の策定を進めていくこと

が説明されました。実施体制

として設置要綱や設置要領

により、所掌事務や委員の構

成・運営方法などについて確認が行われました。 

また、協議会のアドバイザーとして、武蔵野美術大

学の長谷川教授が承認され、今後はランドスケープ等

の専門的な知見からの助言をいただく予定です。                                                  

かわまちづくりの進め方 

ふれあい松戸川の現状、これまでのワークショップ・

シンポジウム、かわまちづくりの概要、かわまちづく

りの進め方について事務局より説明がありました。 

これまでのワークショップ等での意見を踏まえ、現

時点の仮の利用目標として「自然環境の保全・活用」、

「憩いや安らぎを感じる水辺空間の利用」、「多様な主

体の連携による持続的な運営管理」が示されました。 

今後の進め方としては、協議会において地域や関係

団体、学識経験者、行政などが連携し、アドバイザー

や関係機関の助言も受けながら議論を進め、社会実験

等を取り入れつつ、かわまちづくり計画の策定を目指

していくことが説明されました。 
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意見交換 

協議会での本格的な議論に先立ち、「江戸川・ふ

れあい松戸川」の今後のあり方や活用方法について、

各委員の立場から多様な意見等をいただきました。 

・自然環境の観点からは、 

野鳥観察や生きものとの 

ふれあいを通じて自然の

大切さを学ぶ場としての

活用や、貴重な自然環境を

将来に引き継いでいくこ

との重要性が指摘されました。 

・子育て世代の視点からは、自然体験の機会が減少し

ている中で、子どもたちが身近に小魚を観察したり、

自然に触れられる場所としての期待が示されました。 

・賑わいづくりに関しては、

駅周辺での人の流れの創

出や、水辺空間でのイベ

ント、キッチンカーの出

店など、民間のアイデア

を活かした利活用の可能

性について意見が出され

ました。 

・観光の観点からも、来訪のきっかけとなる体験コン

テンツの充実や、地域の魅力発信の必要性が挙げら

れました。 

・これまで地域で活動して

きた団体からは、イベン

ト実施の経験を踏まえ、

騒音や利用マナーへの配

慮、原状回復の徹底など、

周辺環境との調和の重要

性が共有されました。あわせて、アクセスの改善や

動線の確保、堤防道路の拡幅、駐車場や休憩施設の

必要性など、利用環境に関する具体的な課題も示さ

れました。また、草地管理や土壌改良など、実践的

な取組を通じた環境づくりや、市民参加による維持

管理のあり方についても意見が出され、自然環境の

保全と人の利用を両立させる視点の重要性が共有さ

れました。 

 

 

・松戸市建設部渡辺部長

より、本来の目的が終了

したふれあい松戸川の

緑豊かな空間を草の繁

茂の問題や治安の問題

などをしっかりと解決

した上で、さらに魅力的

な空間にしていきたい。そのためには、地域住民、

千葉大学や各団体の皆様の協力を得ながら行ってい

く必要があるとの発言がありました。 

・秋田会長より、かわまちづくりは全国で何百か所と

行われているが、自然を再生しながらかわまちづく

りを行うというのは、多分一番新しくて、しかもそ

れを松戸という 50 万都市で行うというのは、本当に

素晴らしいこと。皆さんの話からワンチームとして

やっていけることがとてもよく分かり、次回からの

協議会でも、すばらしい検討ができるのではないか

と楽しみにしていると発言がありました。 

 

最後に、今後

の「江戸川・ふれ

あい松戸川かわ

まちづくり」を

広く情報発信し

ていくプロジェ

クトタイトルと

して、各委員の

投票により 

「江戸川・ふれあい松戸川 生き物いきいきプロジェクト」

に決定しました。 

                                                                                                     
閉会の挨拶 

事務局より、本日の参加への謝意が述

べられるとともに、引き続き協力をお願

いしたい旨の呼びかけがあり、閉会とな

りました。 


